
生田緑地ばら苑・新たなミュージアムの整備運営に関する
サウンディング型市場調査

事業概要（案）

（令和８年１月）
川崎市

※本資料は、現時点における検討状況をお知らせするための資料であり、
本資料に記載のある内容は今後も変更される可能性があります。

別添資料１
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立地条件等
対象敷地の立地条件は以下のとおり。
再整備エリアへの接道確保のため、通行ルートの整備を予定している。

所在地 川崎市多摩区長尾２丁目、同区東生田３丁目

敷地面積 約36,000㎡程度

土地所有者 川崎市

地域地区 第二種住居地域
都市計画緑地（1号生田緑地）
都市公園（総合公園）生田緑地

容積率 200%

建ぺい率 60%

交通 JR南武線宿河原駅から徒歩25分
小田急線向ヶ丘遊園駅から徒歩23分
最寄バス停：藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムから徒歩13分

◼ 立地条件

◼ 用途地域概要

第一種低層住居専用地域

再整備エリア

第二種住居地域

第一種住居地域

◼ 交通アクセス

出発地 曜日 1時間当たり １日当たり

登戸駅
平日 2～5本 27本
土日 3～7本 37本

向ヶ丘遊園駅
平日 1～7本 79本
土日 3～6本 76本

最寄りのバス停（藤子・F・不二雄ミュージアム）の停車本数

出典：新たなミュージアムに関する基本計画（川崎市）
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２施設一体整備の考え方（案）

現地の現状・課題、拠点整備の配慮事項やオープンハウス型説明会における市民意見なども参考に、
一体整備の取組の方向性及びエリア整備の考え方は、次のとおりとする。

固有性の機能

重複する機能
例）活動、交流等

憩い・賑わい・防災機能としての

オープンスペース
憩い・賑わい・防災

様々な交流創出の場

新たなミュージアム
歴史・文化・芸術

花と緑の拠点

ばら苑
サスティナブル・「歴史・文化」・

魅力ある

効率的な運営
【ソフト】運営・取組、維持管理（ワークショップ、創作活動、委託業務等）

【ハード】屋内施設、屋外施設（多目的室、学習施設、広場、駐車スペース等）

包括するみどり空間

取組の効率化
【ソフト】植栽、修復、展示など
【ハード】施設（庭園、収蔵・保管、修復、展示等）再整備エリアの特性（地形、樹林、日照など）を考慮しつつ、再整備エリアにおいて３

つの拠点の機能を発現させるなど、市民サービスの向上やエリアの魅力の最大化に向け
て、一体的に取り組むことにより、効果的・効率的な整備と機能の早期実現を図る。

【一体整備の取組の方向性】

【エリア整備の考え方】

豊かな自然や文化・芸術に包まれた、「憩い・賑わい・交流」
様々な人々をつなげる場を創出します。

地域の魅力向上を目的に、ばら苑、新たなミュージアムとの連携を重視し、動線・景
観・機能面での相乗効果を意識した整備・配置を推進します。また、重複する機能に
ついては、隣接施設と協力して管理・運営を行い、施設の効率的な運営を図ります。

【共通の考え方】
１.周辺景観との調和のとれたデザイン整備
案内板などのデザインの統一や自然素材や地域特有の素材を用いるなど、視覚的な調和を実現し、建物の緑化や、自然の特徴を生かした外構を整備する。

２.環境保全と持続可能性の検討
環境に優しい設計を採用し、再生可能エネルギーやグリーンインフラ施設を導入

３.植生を考慮した植栽選定や生物多様性への配慮
     生田緑地の植生や生物多様性に配慮した植栽計画を行い、生物多様性の普及啓発を目的とした表示を行うなど、関心を高めるための工夫を検討する。

【重複する機能の考え方】
1. 共有エリアの活用
施設間は、互いの価値を高める機能空間として、オープンスペースを整備し、地域住民や来訪者の交流促進や賑わい創出を図れる場所を整備する。

２.アクセスと動線の整備の検討
施設へのスムーズなアクセスを目指し、歩道や車両・駐輪等の共有や、施設間のバリアフリー設計を導入し、すべての人が快適に利用できるよう整備を行う。

３.共通施設・サービスの設置の検討
休憩所や案内施設を共通で設置し、施設間の情報提供やサービスを一元化。トイレや飲食施設も共通化して利便性を向上。

４.共通管理システムの導入の検討
施設間で共通の管理システムを導入し、維持管理やデータの一元化を行い、効率的な運営を実現。
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東口ビジター
センター

地域の交流の場
飲食・休憩・体験施設等

駐車場

ばら苑

民活導入（想定）対象エリア

約3.6ha

新たなミュージアム

市：周遊散策路整備方針
に基づく散策路整備

市：ナラ枯れ対策

市：道路維持

オープンスペース

樹林地の保全・活用

市：周遊散策路整備方針
に基づく散策路整備

◼ 対象施設の配置（案）

2施設の配置は、両施設が連携し相
互補完できるよう、敷地の効率的な
利用を図るとともに、来苑者にとって分
かりやすく快適な動線計画および機能
配置とすることを検討中。
また、ばら苑とミュージアムの間のエリ
アは、地域の交流の場として具体的
な取組の検討を進めている。

民間活力の導入範囲は、生田緑地
ビジョンにおける東地区エリア【花と緑
の憩い・賑わい・交流ゾーン】ばら苑及
びばら苑周辺区域(7.4ha)の内、ば
ら苑、新たなミュージアム、駐車場、
管理用動線、樹林地等を含めた約
3.6haを想定している。
また、散策路の整備については、既定
の散策路整備方針に基づき、市が主
体となって整備することを想定している。

配置計画（案）
対象施設は、バラの育成環境への配慮、両施設が連携した共有空間の創出と共に、独立した
景観づくりも可能で、造成等の環境への負荷が最も少ない「現在と同位置のばら苑」「臨時駐車
場の位置に新たなミュージアム」を最適地として、施設配置等の具体的検証を進めている。
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アクセス・サービスゾーン

エントランスゾーン

交流ゾーン

自然体験ゾーン

文化ゾーン

階段

優先駐車場からの
アクセス

車両利用者のアクセス

アプローチゾーン

展望

管理ゾーン

緑に囲まれた駐車場のイメージ

ビオトープ再生池のイメージ

アプローチのイメージ

ゲート物販のイメージ

エントランス植栽のイメージ

飲食施設のイメージ

園路舗装、修景植栽のイメージ

管理棟のイメージ

体験学習施設のイメージ

修景植栽のイメージ園路、休憩施設イメージ

豊かな自然に囲まれた立地特性をいかし、地域の方々にとっての交流の場であるとともに、市外からも足を
運びたくなるような魅力ある場の創出を目指します。

想定する施設・ゾーニングイメージ（案）

※内容はあくまで現時点での想定であり、今後の対話等を踏まえ、
適宜見直すことを前提としています。

周辺の樹林などの自然を感じながら、バ
ラと宿根草の花壇や、飲食・物販などを
楽しめる滞在しやすいゾーンを想定

ばら苑の管理運営を担うス
タッフが駐在し、交流などに
も活用できる柔軟なスペース
を備えたゾーンを想定

ばら苑の入り口として、安全に配慮
した階段や駐車スペースを想定

入り口へ自然に誘導し、植物を楽し
みながら安全で快適に散策できる
ゾーンを想定

飲食を楽しめる誰もが立ち寄れ
る多目的なゾーンとボランティ
アがバラを育成できるスペース
の確保を想定

ばら苑入り口と共にだれでも利
用できる物販スペースを想定

市民の文化活動の拠点として、文化
芸術に触れ、様々な活動主体とのつ
ながりや交流を育む場を想定
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整備規模等（案）

整備対象施設は、ばら苑、新たなミュージアム、共有施設に大別され、主な概要は次のとおり。

対象施設 部門（機能） 内容 面積

ばら苑 植栽地・広場・園路 ローズガーデン、休憩施設、芝生広場 12,000㎡程度
15,600㎡

程度
管理施設 管理棟、栽培温室、資材倉庫、レガシーガーデン 1,600㎡程度

外構その他 周辺樹木、階段、アプローチ 2,000㎡程度

駐車場など もみじ谷駐車場：一般車両100台、バイク駐輪場５台程度

新たな
ミュージアム

収集・保管スペース 搬入ヤード、燻蒸室、収蔵庫、公開型収蔵庫など 2,900～3,400㎡程度

9,500～
11,500㎡

程度

調査研究・デジタル化スペース 資料整理室、研究室、デジタル・スタジオなど 400～500㎡程度

修復スペース 保存修復室、修復公開スペースなど 200～300㎡程度

展示スペース 常設展示室、企画展示室、展示準備室など 1,800～2,200㎡程度

活動スペース 多目的・イベントスペース、市民活動室、創作スペースなど 600～700㎡程度

ユニバーサルスペース 情報コーナー、カフェ・レストラン、ショップ、センサリールームなど 1,800～2,500㎡程度

バックヤードスペース 会議室、倉庫、事務室、守衛室、機械室など 1,800～1,900㎡程度

外構その他 駐車場：身障者車両3台程度、関係者車両５台程度、大型バス４台程度ほか
駐輪場：自転車250台程度、原付30台程度（※附置義務条例による）

共有施設 オープンスペース 芝生広場等 5,100㎡程度 8,100㎡
程度交流エリア（地域の交流の場） エントランス広場、トイレ、飲食・物販・休憩施設等 3,000㎡程度

◼ 整備規模（案）
• 各施設の整備規模は以下を想定している。

◼ 対象用地の開発
• ばら苑・ミュージアムの一体整備により、土地の区画形質変更があり建築行為が発

生し、また、開発区域面積１ha以上５ha未満、かつ、樹林地の改変4000㎡未
満となる想定であるため、第３種となることを想定。

• 本事業では、整備計画等に基づき、調査項目（大気、騒音等）を想定し、特に時
間を要す項目（生物：約３年）について、「現況調査」を先行的に実施している。
※生物以外のその他の項目については、今後、事業契約後、改めて確認・調査を実
施していく。

環境アセスメント（第３種）の期間（例：約11か月）
①準備段階：調査・影響範囲整理、現況調査（3～4か月）
②評価書作成：説明書作成・縦覧・意見聴取（４～５か月）
③届け出・報告（２か月）

※ 上記は街中での標準的な期間であり、本件については生田緑地
の自然環境を考慮した適切な期間設定が必要となる

※ アセスの期間については、樹林地という環境も鑑み、事業契約締
結後、適切な評価項目を選定していく
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事業手法（案）

本事業の事業スキームは、一体整備による効率性を重視し、ばら苑・ミュージアムを含む敷地全体
の整備・維持管理・運営を対象とするPFI（BTO）方式（O：指定管理）の導入を検討してい
る。事業期間については、人材育成や土壌改良の観点から、10～15年程度を見込む。

博物館エリア ばら苑エリア

◼ 想定スキーム（案）
• ばら苑・ミュージアムを一体事業とし、設計・建設の段階から運用のしやすさを見据えた整備及び性能発注による効率的

な事業推進が想定されるPFI(BTO)方式を導入し、ばら苑の利用料金を事業者の収入とする混合型による実施を想
定（ミュージアムの入館料は使用料として市の収入とする）。

• 対象施設のうち、飲食・物販・休憩施設等のサービス機能は、独立採算制での運営を想定するが、一部事業採算性
が懸念されることから、様々な手法を検討している。

◼ 想定事業期間（案）
• 中長期的な事業計画や人材育成、ばら苑の土壌改良や植生育成などの理由から、10～15年程度を想定。

交流エリア

：公共負担（混合型）

：民間負担（独立採算）

新たなミュージアム

一般用駐車場
（もみじ谷駐車場）

身障者・大型バス用駐車場

飲食・物販・休憩施設

ローズガーデン・
レガシーガーデン等

管理棟・
資料倉庫等

エントランス広場・
オープンスペース
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（参考）PFI（BTO）方式

◼ PFI(BTO)方式について
• 民間事業者が施設を建設し、完成直後に市へ施設の所有権を移転して、民間事業者が維持管理・運営を行う方

式である（市は業務実施に対する対価としてサービス対価を支払う） 。
• 利用料金収入を民間事業者への帰属とし、使用許可権限を付与するため、指定管理者制度を併用することを想定。

市
SPC

（PFI事業者）

コンソーシアム

事業契約 委託契約等
（各個契約）

利用者

施設利用料金

サービス対価

サービス提供

金融機関・投資家

融資・投資

直接協定

配当

出資
設計企業 建設企業

維持管理企業 運営企業

マネジメント企業
…等

返済

※指定管理者制度を併用

➢コンソーシアム参加者との契約に
基づく事業全体での強固な連携

➢プロジェクトファイナンスを活用し
た資金調達の円滑化

➢他事業からのリスクの切り離し ➢民間事業者の創意工夫による質の高いサービスの享受

➢長期契約に基づく安定的なキャッシュフローの確保
➢ステップ・インを可能にする直接協定による業績監視

※上記は、SPCによる資金調達を前提としたスキーム図ですが、本事業の資金調達方法は現時点で未定です



9

ばら苑における整備計画（案）

再整備後のばら苑は、豊かな自然に囲まれた立地特性をいかし、地域における交流の場と市外
からも足を運びたくなるような魅力ある場の創出を目指す。

アクセス・サービスゾーン

【再整備を検討する主な施設】
駐車場出入庫ゲート、園路舗装、
ビオトープ池再生、ベンチ、管理柵、
デッキ階段、サイン、インフラなど

エントランスゾーン

交流ゾーン

自然体験ゾーン

文化ゾーン

階段

優先駐車場からの
アクセス

車両利用者のアクセス

【再整備を検討する主な施設】
飲食施設、園路舗装、ベンチ、管理
柵、修景植栽、サイン、インフラなど

【再整備を検討する主な施設】
体験学習施設、トイレ、修景植栽、
芝生、ガゼボ、ガーランド、パーゴラ、
デザインウォール、テーブルベンチ、
サイン、園路舗装、階段、管理柵、
管理扉、手洗い場、既存林修景、
インフラなど

【再整備を検討する主な施設】
ゲート物販施設、園路舗装、緩衝
植栽、管理柵、管理扉、インフラなど

アプローチゾーン

【再整備を検討する主な施設】
園路舗装、緩衝植栽、車止め、擬
木階段、ウォールベンチ、インフラなど

【再整備を検討する主な施設】
管理棟、栽培温室、資材倉庫、
洗い場、園路舗装、擬木階段、
インフラなど

展望

管理ゾーン

◼ ゾーニングの考え方（案）
1. 多面的な利用を想定したゾーニング
• 既存の芝生やバラを中心とした空間イメージを継承しつ
つ、通年開放に対応した「バラと宿根草を組み合わせた
花壇エリア」や、共有エリアからも利用可能な飲食・物
販機能など、多様な利用や滞在を促す要素を加えた
ゾーニングとする。

2. 有料エリアの設定
• 持続的に魅力的なサービスを提供できるよう、利用料
金制を導入し、有料エリアを設けるとともに、季節に合
わせた装飾・イベント等の実施により通年楽しめる場と
する。

3. 既存のばら苑の継承と発展
• 常に新たな感動を与えるような、バラを主とした庭園とし、
バラの各品種に合わせた植栽や多様な植物との組合
せ、新鮮な配置レイアウトや見せ方などを検討する。

• 再整備後のばら苑においては、約800品種の保有を
目標として、開苑当初より育て、収集してきたバラのコ
レクションは、本苑の歴史を象徴するものとして選別し
た上で継承するとともに、耐病性の強いバラを導入する
等、維持管理のしやすいばら苑に向けた、ゾーニング
や品種の整理を行う。

• 生田緑地ばら苑のレガシーである市民協働のアイデン
ティティを残した場所として、ボランティアが除草・花殻
取り・剪定等を包括的に実施する「レガシーガーデン」
を、ばら苑交流ゾーンの中に計画する。

【有料エリア】
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ばら苑における事業計画（案）

ばら苑の事業実施体制は、苑長以下民間主体による実施を想定し、バラの専門家による管理
を基本としつつ、ボランティアの技術や希望に応じた協働を図る。また、持続的なばら苑の運営を
目指し入苑料を設定することで、年間を通じて魅力的な施設づくりを目指す。

◼ 事業実施体制（案）
• 「誰もが非日常を楽しめるサステナブルなレガシーガーデン」

（案）の実現に向けては、現行業務に加え、新たな機能や役
割を追加・拡充。

• 新たな事業実施体制は、地域の公共性を十分に担保すること
は念頭におきつつ、民間事業者側での配置を想定。

• ただし、新たなミュージアムとの連携により地域コミュニティの機能
が広がることも想定されるため、民間事業者だけでなく市職員の
関与も含め、地域連携における市と民間の役割分担は地域の
公共性を十分に担保できるよう検討する。

• ガーデンデザイナーやガーデナーから、ボランティアが専門家の
スキルや知識を学べる管理体制を検討する。

◼ 営業計画（案）
• 通年開放を想定し、現施設において設定している駐車場利用料に加

え、需要に応じた柔軟な入苑料設定を検討する。

事務・経理 広報宣伝
企画

チーフ

スタッフ

ガーデナー

ガーデナー連
携

ガーデンデザイン統括
アドバイザー苑長

業務統括
地域・施設間連携調整

スタッフ スタッフ

ー非常勤ーー常勤ー

チーフ

ガーデナー

ほか催事
季節雇用など

※全て民間事業者側での配置を想定

新たなばら苑の開苑時間・開苑日（案）※新たなミュージアムと整合予定
• 3月～9月：9：00～17：00
• 10月～11月：9：00～16：30
• 12月～2月：10：00～16：30

•休苑日：毎週月曜日（祝日は開苑）祝日の翌日、年末年始

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※年間を通した料金の変動イメージ
大人：2,000円～500円程度 ／ 小・中学生 500～100円程度

◼ 市民協働の考え方（案）
• 専門家による管理及び有料化を想定し、ボランティアが行う作業内容

は限定し、各ボランティアの技術や希望に応じたレベルでの参加がで
きる仕組みづくりを行う。また、作業エリアについては、現在のようなばら
苑全体への作業ではなく、一部エリアや作業内容を明確にした参加手
法も含めて検討する。

• ボランティアをはじめ一般来苑者等の幅広い層が参加できるような専門
講師やゲストを招いた講座やワークショップを共有エリア内で定期的に
開催し、技術向上したい方がステップアップでき、初心者でもより気軽に
参加できる等の仕組みづくりを行う。

• 園芸技術を指導できるガーデナーのほか、コミュニティを運営し統括す
る専門性を有した人材の確保を含めて検討する。

ガーデン
デザイナー

ガーデナー

ガーデナー

・バラ・草花育成 ・協働
・デザイナー補助 等
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新たなミュージアムにおける事業活動（案）

市民とともに、川崎の「これまで」をたどり、「これから」のあたらしい川崎を彩る

･ 新たなミュージアムは、街道や宿場、工業都市としての発展など川崎の特色ある歴史や多様な文化を、市制以前を含めた「これまで」として振り返り、引き継ぐとと
もに、「これから」の未来をより豊かに彩るための活動を展開する。

･ 川崎の文化芸術の魅力が詰め込まれたモノ、ヒト、コトをつなぐことで、川崎のこれからを切り拓く礎である市民の考える力や協働する力を育て、よりよいまちづくり
に貢献する。

･ 新たなミュージアムは、市域の様々な「ヒト」と、本市の成り立ちである「都市」の成立過程に焦点を当て、「ともに創るミュージアム」を活動の念頭に置く。

１ 新たなミュージアムの「使命」 【基本構想（令和5年5月策定）より】

２ 事業活動の基本的な考え方 【基本計画（令和7年2月策定）より】

■基盤事業

■展示事業

■コミュニケーション事業

■ミュージアムにおける事業

常設展示

企画展示

収蔵庫展示

収集、保管、調査研究、修復
ミュージアム運営の根幹となる収集、保管、調査研
究、修復に係る活動

■まちなかミュージアム

新たなミュージアム（拠点）での活動に加え

市域の多くの場所で人々がミュージアムの

活動に触れる場を増やす活動

※ は、新たなミュージアムにおける新たな取組を示している。

ラーニング

生田緑地４館との連携

ユニバーサルプログラム

1

２

３

事業活動の基本的な方針

過去だけでなく、現代の社会や生活を捉え、変わりゆく川崎の
姿を未来につなげていく活動を行う

市民をはじめとした多様な主体との共創により、文化芸術の
裾野を広げ、様々な交流や学びの場を広げる活動を行う

関連施設や他事業との連携・協力により、市域の魅力や文化
的価値の向上に資する活動を行う
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指定管理の導入により、運営体制の課題解決や一定の効果がみら

れたため、効果を継続しつつ、

➢ 調査研究から展示までの一体性の確保

➢ 業務の継続性の確保

➢ 行政に調査・研究についての蓄積

➢ 市の学芸員に対する人材育成

一方、指定管理の際に効果がみられていた、指定管理者ならではの

企画や効果的な広報については、必要に応じた展示コーディネーター

の活用や、広報部門を民間事業者の分担とすることで、課題に対応し

ながらも魅力的な企画・広報を実施していく体制の確保を念頭に検討

を進めていく。

新たなミュージアムにおける運営体制（案）

【懇談会等での有識者からの意見】

➢ 調査・研究した上で、それをどう展示するか、それこそ学芸員の大切な仕事。そ

こは、しっかりと市が責任をもって行うべきである。

➢ 官民のバランスを考慮した実施体制として、学芸部門を直営とし、広報等を

指定管理とする案は非常に良い。

➢ 収集・保管・調査研究・展示・教育は、一体不可分である。

➢ 展示の内容までは直営学芸員が検討し、必要に応じて民間の展示コーディ

ネーターに展示手法や見せ方をプロデュースしてもらえるとよい。

➢ 同じ職種で直営と民間が分かれることはうまくいかないと考える。

【民間事業者からの意見】

➢ 学芸業務等の専門性が必要なため、コンソーシアムの組成難易度は高くなる。

➢ 学芸業務の性質、公平性・競争性の確保の観点から、市直営が望ましい。

上記課題に対応するとともに、近年の多様化する役割に対応し、多様

な主体との連携による地域の活力向上、つながりやコミュニティの構築など

に向けた取組や、市内各所で誰もが文化芸術に携わる機会の提供を市

として責任をもって進めていくため、学芸部門を市の直営とする方向（案

③）で検討を進める。

【検討の方向性】◼ 運営体制の検討経緯
• 学芸部門について、これまでの、成果や課題等を踏まえつつ、以下の

４案の比較を行ってきた
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新たなミュージアムにおける施設計画（案）

事業活動等に必要となる諸室に加え、利便性や維持管理性なども考慮し、事業活動の横断的
な取組や、諸室のフレキシブルな運用、多様化などの工夫を行い施設の効率化を進めている。

500㎡

ミニ展示

ア．横断的な取組による効率化

一部を公開型

常設展示室

収蔵庫

例）「常設展示室の展示の工夫+ミニ展示の併設＋収蔵庫の一部公開」の横断的な
取組で、通史をわかりやすく伝え、川崎について学び、考えることができる場を創出

イ．フレキシブルな運用
例）企画展示室に可変性を取り入れ、時代の変化とともに発展する技術、多様で個

性的な資料・作品など、多様化する利用者ニーズに追随できる場を創出

1,300㎡

1,000㎡ 300㎡

700㎡ 600㎡

大規模

大規模

小規模

中規模

中規模

＋

＋

＜様々な規模に対応する空間＞

例）旧施設を踏まえ、できる限り専用の諸室を設けず、多目的な諸室を複数備える
ことにより、多様な活動に対応する場を創出

ウ．諸室の多目的化 エ．その他、諸室の集約化・兼用化

カフェの厨房、
飲食スペース
ショップ など

休憩室、更衣室、
ロッカー など

事務室など 館長室と応接室の兼用
会議室と講師控室の兼用

例）共通する諸室(休憩室、更衣室、ロッカーなどが）は運営者ごとに施設を分け
ずに集約化、また、諸室の設え・機能が類似するもの（会議室・講師控室な
ど）は兼用化を図る

常設展示の横断的取組

※使いやすい企画展示室の規模(大規模:1,000㎡～,中規模:600～700㎡,小規模:～300㎡)

＜集約化＞ ＜兼用化＞

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰｶｲﾌﾞ

収蔵庫展示イメージ

川崎市市民ミュージアム
勾玉づくり体験

展示室イメージ

基盤事業

展示事業 ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ事業

出来る限り専用の
諸室を設けない

多様な活動に対応

多目的室

【概念図】
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各拠点における業務範囲・分担（案）(1/3)

本事業における業務範囲・官民の業務分担については、現時点で以下のように想定している。

業務
区分

業務
（大項目）

業務
（中項目）

対象施設 分担

ばら
苑

ミュ
ージ
アム

市 民間

開業準備 移設
備品移設

〇 〇

〇 〇

ばらの移植・養生 〇 〇

収蔵品移設（輸送保険含む） 〇 〇

維持管理 保守管理 施設・設備等保守管理 〇 〇 〇

備品管理 〇 〇 〇

外構保守管理 〇 〇 〇

修繕 経常修繕 〇 〇 〇

大規模修繕 〇 〇 〇

清掃 清掃 〇 〇 〇

衛生管理 〇 〇 〇

廃棄物処理 〇 〇 〇

安全管理 警備 〇 〇 〇

防災対応
〇 〇 〇

〇 〇 〇

駐車場管理 〇 〇 〇

植栽管理 苑内設計 配植計画の設計（ガーデナー） 〇 〇

植栽管理 バラ育成 〇 〇

その他植栽管理 〇 〇 〇

◼ 事業範囲・分担（案）

役割分担は主となるものを示している。
官民相互が密接に連携し、円滑な施設運営を行う。

業務
区分

業務
（大項目）

業務
（中項目）

対象施設 分担

ばら
苑

ミュ
ージ
アム

市 民間

施設整備 設計 事前・事後調査 〇 〇 〇

基本設計 〇 〇 〇

実施設計 〇 〇 〇

配植計画の設計 〇 〇

許認可手続き等 〇 〇 〇

長期修繕計画の作成 〇 〇 〇

施工 土木工事 〇 〇 〇

建築工事 〇 〇 〇

展示工事 〇 〇

許認可手続き等 〇 〇 〇

工事監理 工事監理 〇 〇 〇

備品調達 収蔵庫備品調達 〇 〇

家具・什器備品調達 〇 〇 〇

開業準備 維持管理 供用開始までの施設の維持管理業務 〇 〇 〇

運営 プレ広報企画・実施 〇 〇 〇

オープニングイベントの企画・実施 〇 〇 〇

情報発信 〇 〇 〇

利用者対応準備（施設貸出等含む） 〇 〇 〇

常設展企画・準備 〇 〇 〇

企画展企画・準備 〇 〇

収蔵展示企画・準備 〇 〇

オンライン展示企画・準備 〇 〇

ブランディング（ロゴ等の作成など） 〇 〇 〇
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各拠点における業務範囲・分担（案）(2/3)

本事業における業務範囲・官民の業務分担については、現時点で以下のように想定している。
◼ 事業範囲・分担（案）

業務
区分

業務
（大項目）

業務
（中項目）

対象施設 分担

ばら
苑

ミュ
ージ
アム

市 民間

運営 マネジメント マネジメント業務 〇 〇 〇 〇

総務 総務 〇 〇 〇 〇

経理 経理 〇 〇 〇 〇

広報 広報計画策定・ブランディング 〇 〇 〇

チラシ・ポスター等作成・配送 〇 〇 〇

HP制作・更新 〇 〇 〇

SNS更新 〇 〇 〇

メディア対応 〇 〇 〇

映像コンテンツ作成 〇 〇

市報掲載 〇 〇 〇

広報活動としてのまちなかミュージアム展
開

〇 〇

受付・案内 問合せ・催事対応 〇 〇 〇

利用料収受・減免対応 〇 〇 〇

看視・巡回 〇 〇

アテンダント募集・管理 〇 〇

貸出施設の貸出・管理 〇 〇

業務
区分

業務
（大項目）

業務
（中項目）

対象施設 分担

ばら
苑

ミュ
ージ
アム

市 民間

運営 収集 資料の収集・登録 〇 〇

収集委員会の開催 〇 〇

保管 資料の保管・管理 〇 〇

収蔵品のデジタルアーカイブ化 〇 〇

収蔵品アーカイブシステムの保守・運用 〇 〇

調査研究 学術調査研究（企画展関連） 〇 〇

収蔵品調査研究 〇 〇

生田緑地4館との連携による調査研究 〇 〇

資料特別利用対応 〇 〇

修復 被災収蔵品レスキュー作業 〇 〇

被災収蔵品レスキュー作業公開（専門
家向け）

〇 〇

市民参加型の修復体験 〇 〇

未被災収蔵品の修復 〇 ○

被災収蔵品レスキュー状況の報告・発信 〇 〇

展示 常設展示更新 〇 〇

企画展示の企画立案・運営 〇 〇

企画展関連イベントの立案・運営 〇 〇

巡回展の誘致・運営 〇 〇

収蔵庫展示更新 〇 〇

まちなかミュージアム展示作成 〇 〇

205の活用 〇 〇

オンライン展示の企画・運営 〇 〇
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各拠点における業務範囲・分担（案）(3/3)

本事業における業務範囲・官民の業務分担については、現時点で以下のように想定している。

業務
区分

業務
（大項目）

業務
（中項目）

対象施設 分担

ばら
苑

ミュ
ージ
アム

市 民間

利便サー
ビス

ショップ 商品開発 〇 〇 〇

企画展図録の作成・販売 〇 〇 〇

商品仕入れ・在庫管理 〇 〇 〇

接客・販売 〇 〇 〇

オンラインショップの運営 〇 〇 〇

カフェ 事業者募集・契約事務 〇 〇 〇

売上管理・支払事務 〇 〇 〇

駐車場運営 駐車場料金の収受 〇 〇

◼ 事業範囲・分担（案）

業務
区分

業務
（大項目）

業務
（中項目）

対象施設 分担

ばら
苑

ミュ
ージ
アム

市 民間

運営 ラーニング ラーニング事業の企画立案 〇 〇

学校連携（社会科見学対応） 〇 〇

学校連携（出張授業）募集・実施 〇 〇

学校連携（大学連携）募集・実施 〇 〇

学校連携（キャリア教育）募集・実施 〇 〇

教育普及（史跡めぐり）企画・運営 〇 〇

教育普及（ワークショップ）企画・運営 〇 〇

文化芸術（映画上映）企画・運営 〇 〇

文化芸術（イベント）企画・運営 〇 〇

地域共創・交
流

地域連携プログラムの企画・運営 〇 〇

〇 〇

生田緑地内文化観光（４館連携）プ
ログラムの企画・運営

〇 〇

ユニバーサルイベントの企画・運営 〇 〇

市民美術展のプログラム企画・運営 〇 〇

市民展示支援 〇 〇

ボランティア募集・指導 〇 〇

〇 〇

ことラーとの活動連携 〇 〇

関係団体・機関との調整 〇 〇

〇 〇



17

事業者募集・選定スケジュール（案）

本事業の事業化に向けたスケジュールは以下のとおり。
令和８年度のばら苑の管理運営整備方針、新たなミュージアムに関する管理運営計画策定後、
事業化に向けた手続を進めていく予定。PFI事業を想定する場合のスケジュールは以下のとおり。

令和７年度 令和８年度 令和９年度

生
田
緑
地
ば
ら
苑

新
た
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

生田緑地ばら苑
管理運営整備
方針（案）

新たなミュージアムに関する
管理運営計画（案）

パブリック
コメント

パブリック
コメント 策定

策定

事業手法の検討／事業者募集・選定手続き

事業手法の検討
サウンディング調査
総合的評価の実施

事業
手法の
決定

実
施
方
針
公
表

入
札
公
告

生田緑地ばら苑管理運営整備方針に基づく取組の推進

質問回答・
対話等

質問回答・対話等

提
案
受
付

落
札
者
決
定

契
約
締
結

新たなミュージアムに関する管理運営計画に基づく取組の推進

川崎市市民ミュージアムの運営（一部委託）

生田緑地ばら苑の運営（委託）

特
定
事
業
選
定

要求水準書等の
検討
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事業工程（案）

令和10年度～工事着手までの工程(精査中) 着工後、オープンまでの工程（精査中） 令和XX年度

生
田
緑
地
ば
ら
苑

新
た
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

生田緑地ばら苑管理運営整備方針に基づく取組の推進

ミュージアム管理運営計画に基づく取組の推進

基本設計・実施設計

建築工事

植栽整備・養生

建築工事

展示工事

開苑準備

開館準備

開
館

開
苑

維持管理・運営

事
業
終
了

川崎市市民ミュージアムの運営（一部委託）

生田緑地ばら苑の運営（委託） 休苑

展示制作 搬入

引継業務

外構工事

外構工事環境アセスメント

※環境アセスメント手続きは基本設計と概ね並行して進めることを想定しているが、各種調査、協議等の進捗状況に応じて柔軟に対応できるよう、工程間に適切な調
整期間を確保したスケジュールとすることを検討している。

本事業の工程は以下のとおりと想定している。環境アセスメントに係る手続と並行しながら、令和10年度から設計業務に着
手する。開業に向けて、工事期間中、ばら苑は休苑し、新たなミュージアムについては柿生の施設での運営を継続し、切れ目
のない事業継続を想定している。
新たなミュージアムは、基本計画において、PFI（BTO）方式と仮定し、設計・各種法定手続・工事などの標準的期間を考
慮の上、与件整理前に想定される最短の開館時期を令和13年度末とし、より詳細なスケジュールは管理運営計画の中で
示すとしており、ばら苑は最短開苑時期を令和13年度末と公表している。
検討を深度化する中で、諸手続が具体化（環境アセスメントの項目・手続、総合調整条例、確認申請、ミュージアムにおけ
るオープンに向けた枯らし期間・施設内の環境調査、バラの育成期間など）してきたことなどからスケジュールの精査が必要と
なっている。
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